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1. はじめに 

ディジタル画像をアスペクト比の異なる表示媒体（ノ

ートＰＣ，スマートフォンなど）で表示するため，各表示

媒体に対応するアスペクト比にリサイズする必要がある．

そこで，画像のリサイズの際に画像内の視覚的に重要

な領域を可能な限り保持するイメージリターゲティングと

呼ばれる手法が提案されている[1]．イメージリターゲテ

ィングは，画像内の重要な領域を情報化した重要度マ

ップを必要とする．重要度マップを得るには画像が持つ

特徴を抽出する必要があり，その方法としてディープラ

ーニングを用いた顕著性マップ生成[2]がある．画像内

の特徴抽出処理を学習することに加え，入力画像単体

からは得られない情報を大量のデータから学習し，出

力画像に含むことができる．このような利点から，ディー

プラーニングを使用したデプス推定[3]やセグメンテーシ

ョン[4]が提案されている．これらの手法から得られるデ

ータは，入力画像の様々な特徴を内包している．本稿

では，複数のディープラーニング手法から得られるデー

タを組み合わせることで，視覚的に重要な領域をより保

持することができる重要度マップの生成法を提案する． 

2. 提案手法 

ディープラーニングを使用した，顕著性マップ[2]，デ

プス画像[3]，セグメンテーション画像[4]の三つの補助

情報を重要度マップの生成に使用する．以下の三つの

重要度マップを提案する． 

一つ目は，顕著性マップとデプス画像を使用した重

要度マップである．顕著性マップで表現される注視が集

まる場所は，画像内の視覚的に重要な領域であると考

えられる．また，デプス画像における被写体までの距離

が近い物体や領域は画像内の視覚的に重要な領域で

あると考えられる．顕著性マップにおける顕著性の値と

デプス画像における被写体までの近さ表す値を乗算す

ることで，両方の補助情報において視覚的に重要な領

域の重要度を強調することができる. この重要度マップ

によって，視覚的に重要な領域までの距離が近い画像

のリサイズの際に重要な領域を保持することができる． 

二つ目は，顕著性マップとセグメンテーション画像を

使用した重要度マップである．セグメンテーション画像

において分割された各領域における重要度は一様であ

ると考えられる．そこで，分割された領域に対応する顕
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図１．上段 原画像． 下段 リサイズ結果 (左から順に，顕著性

マップ，顕著性マップとデプス画像，顕著性マップとセグメンテー

ション画像，全ての補助情報を使用した場合) 

 

著性の値の平均値を各領域に割り当てることで，領域

毎の重要度を一様にする. この重要度マップによって，

同物体の領域における重要度に差が生じることを防ぎ，

リサイズの際に重要な領域を保持することができる． 

三つ目は，すべての補助情報を使用した重要度マッ

プである．セグメンテーションによって分割された領域に

対応する一つ目の方法による重要度の値の平均値を

各領域に割り当てる． 

3. 実験結果 

画像の縮小時における提案手法の有効性を検討す

るために，画像の横幅を０．５倍に縮小した結果を比較

した．画像のリサイズにはシームカービング[1]を使用し

た.顕著性マップを重要度マップとして使用した場合と

各提案手法の結果を図１に示す．提案手法の結果にお

いて重要な領域である子供が保持されていることから，

提案手法の有効性を確認した． 
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